
もったいない！ 
食べられるのに捨てられる

「食品ロス」を減らそう！
　食べ残し、売れ残りや期限が近いなど様々な理由で、食べられるのに
捨てられてしまう食品「食品ロス」。
　日本の食品ロス量は、年間600万トンを超え、毎日、大型トラック
（10トン車）トラック約1,700分の食品を廃棄しています。
大量の食品ロスが発生することにより、様々な影響や問題
があります。
　食品ロスを含めた多くのごみを廃棄するため、ごみ処理
に多額のコストがかかっています。また可燃ごみとして燃
やすことで、CO2排出や焼却後の灰の埋め立て等による
環境負荷が考えられます。

　食料を輸入に頼る一方で、多くの食料を食べずに廃棄し
ている状況は無駄があります。多くの食品ロスを発生させ
ている一方で、7人に1人の子どもが貧困で食事に困って
いる状況です。
　私たち一人ひとりが食べものをもっと無駄なく、大切に
消費していく必要があります。

　日本の食品ロス量年間643万トンのうち、事業系は352
万トンで、主に規格外品、返品、売れ残り、食べ残しなど、
家庭系からは291万トンで、主に食べ残し、手つかずの食
品（直接廃棄）、皮の剥きすぎなど（過剰除去）が発生要因です。

　家庭系の食品ロスについて、消費者庁が平成29年に徳
島県で実施した食品ロス削減に関する実証事業の結果で
は、まだ食べられるのに捨てた理由として、（1）食べ残し
57％、（2）傷んでいた23％、（3）期限切れ11％（賞味期
限切れ6％、消費期限切れ5％）の順で多いことが分かりま
した。

　食品ロスを減らすためには、事業者や家庭のみなさん一
人ひとりが意識して、国民全体で食品ロスの削減を目指す
ことが大切です。身近なところから食品ロスを減らすた
め、買物時に「買いすぎない」、料理を作る際「作りすぎな
い」、外食時に「注文しすぎない」、そして「食べきる」こと
が重要です。

資料： 消費者庁作成 啓発用ポスター /
捨ててしまう理由編

資料：消費者庁作成 食品ロス削減啓発三角POP
（お買物編・ご家庭編）で紹介している買物時や

家庭で食品ロスを減らすポイント
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